
山梨県の本栖湖におけるレイクトラウトの
生息確認及び現状

山梨県水産技術センター



♦もともとは日本にいなかった外来種
・アラスカの一部を除く北米大陸北部に広く分布するイワナ属魚類

・昭和４１年（１９６６年）国（当時：水産庁淡水区水産研究所、現在：
国立研究開発法人水産総合研究センター水産技術研究所）によってカナ
ダ・オペオンゴ湖から栃木県の中禅寺湖に導入された

・その後５０年以上、日本において中禅寺湖以外での生息は確認されていな
かった

レイクトラウトとは

レイクトラウトはイワナ属のサケ科魚
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♦レイクトラウトの特徴
・寿命が非常に長い

⇒ ４８歳の個体が捕獲された（Hansen et al. 2016）

・大型化する
⇒ 全長1mを超える個体が捕獲された（Koel et al. 2020）

・大型化に伴い魚食性が強くなる
⇒ ９歳を超える個体は魚が主食（Ruzycki et al. 2003）

・湖だけで生活史が完結する
⇒ 繁殖に流入河川を必要としない。湖だけで生活史が完結

（Martin and Olver 1980）
・冷たい水を好む

⇒ 低水温を好み、適水温は4～10℃。高冷地の湖でリスク大

レイクトラウトとは
生態系へのリスクとなり得るレイクトラウトの特徴

実際に本種の移植によって他の魚に強い負の影響を受けた湖がある
米フラットヘッド湖 ブルトラウト（Hansen et al. 2016）
米イエローストーン湖 カットスロート（Ruzycki et al. 2003） など
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♦環境省と農水省による指定
・平成２７年に「我が国の生態系に被害を

及ぼすおそれのある外来種リスト」にお
いて産業管理外来種に区分された

・産業管理外来種とは、生態系等への被害
を及ぼすおそれがあるものの、適切な管
理に基づき産業利用が図られている外来
種のことを指す

レイクトラウトとは

日本でのレイクトラウトの取り扱い

産業管理外来種については、オオクチバス、コ
クチバス、ブルーギル等と異なり国による法的
な制限や罰則はない
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ニジマス

レイクトラウト

ブラウントラウト



レイクトラウトとは
レイクトラウトの外観（見分け方）

尾びれの切れ
込みが深い

尻びれ前縁に白色帯が
ある（黒色帯はない）

背びれに虫食
い状斑がある

専門家でない一般の釣り人などでも判別が可能
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♦本栖湖の湖盆形態
・水面海抜高度９００ｍ
・最大深度１２１．６ｍ
・面積４．７ｋｍ２

・容積３１９．１３百万ｍ３

・流入河川はない

本栖湖でのレイクトラウトの確認

本栖湖の概要

6/18

本栖湖は水面海抜高度が高く、深いため夏
場でも水温が低い
⇒レイクトラウトの生息に適した環境

8月の本栖湖水温
水温躍層以深の水温は夏場でも約6℃

富士五湖のひとつ
クニマスがいる西湖も水深が深くリスクあり！



♦これまでに生息が確認されている魚
漁業権魚種
コイ、ウナギ、オイカワ、ヒメマス（遊漁の中心）、ニジマス
上記以外
ワカサギ、ウグイ、フナ類、ナマズ、ギギ、アユ、ヨシノボリ類、ウツセ
ミカジカ、オオクチバス、ブルーギル、コクチバス（駆除により根絶） 、
イワナ、ブラウントラウト

♦ヒメマスの移植時期
大正６年（１９１７年）に十和田湖から移植。その後も継続して、放流。
現在も本栖湖において重要な遊漁、観光資源

♦固有種
富士五湖は富士山の噴火に伴って形成された陥没湖で、魚類が生息しはじ
めてから１,２００年程度。固有種はいないとされる

本栖湖でのレイクトラウトの確認

本栖湖の生息魚類 高橋一孝（1999）：富士五湖と四尾連湖の生息魚類の変遷. 山梨県水産技術センター
事業報告書, 26号. に基づき記載
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♦経緯
・令和４年１１月、本栖湖においてレイクトラウトであることが疑われる

魚が釣獲され、山梨県水産技術センターに提供された

・同センターで魚を確認したところ、レイクトラウトであることが判明

・レイクトラウトの生息確認は日本においては中禅寺湖に次ぐ、全国２例目

・近年、本栖湖ではヒメマスの不漁が続いており、レイクトラウトの関与が
疑われている

本栖湖でのレイクトラウトの確認
本栖湖での初確認

このとき確認されたレイクトラウト（全長81.3cm、体重5.6kg）
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※等と記載してあるがほぼヒメマス



レイクトラウトは国による移動制限等が課されていない魚種であったた
め、他水域への分布拡大等を防ぐため、県内水面漁場管理委員会は令和
４年１２月１５日付けで以下の指示を発出

レイクトラウトの確認を受けた初動対応
山梨県内水面漁場管理委員会指示の発出

♦委員会指示の内容
山梨県において、レイクトラウトの①放流、②リリース（生きたままでの
再放流）、③生きたままでの持ち出しを禁止

看板、チラシ、HPで注意喚起

※ 委員会指示に違反した場合
委員会指示に違反し、この指示に従うよう命
じた知事の命令に違反した場合には、罰則が
適用される（1年以下の懲役若しくは50万円以
下の罰金又は拘留若しくは科料）

看板（本栖湖９か所、西湖７か所）
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令和４年１２月から底刺網を用いた捕獲調査を開始

３．レイクトラウトの確認を受けた対応

♦ 調査の概要
・調査の頻度は２週間に１回を基本
・本栖湖の湖岸、水深１０～３０ｍを目安に毎回１０箇所程度、約1日間設置
・使用した刺網：丈1.8m、幅30m、主に目合100mｍ（大き目※）を使用

ヒメマスやニジマス等の漁業権魚種の混獲を抑えるため

※遊漁者に対するレイクトラウト駆除への協力のお願い
本栖湖漁業協同組合が、刺網調査の開始に併せて、遊漁者にレイクトラウト
駆除への協力を呼び掛けた（駆除した魚の一部研究用サンプルとして使用）
⇒これまでに約50尾が遊漁者により駆除

方法 捕獲調査
山梨県水産技術センターによる捕獲調査の開始
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刺網漁業のイラスト
農林水産大臣官房統計部
経営・構造統計課センサス統計室
漁業種類イラスト集

魚からは網が見えない。このため、
魚は網の目に刺さる、または絡ま
るなどによって捕獲される



結果 刺網での捕獲状況

♦レイクトラウトの捕獲尾数が漁業権魚種として放流されているニジマス、コイ
よりも多い

♦特に、毎年１万尾以上放流されているニジマスよりも多く捕獲

魚種ごとの捕獲尾数（２６回の刺網による捕獲調査結果の合計値）

調査期間（令和４年１２月～２０２３年１２月：１年間）
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既に相当数のレイクトラウトが生息している？
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結果 刺網での捕獲状況

全長（ｎ＝197）
最大：92.5 cm
最小：24.0 cm
平均：55.1 cm

体重（ｎ＝197）
最大：9,280 g
最小：114 g
平均：2,085 g

サイズの分布

生息サイズの幅が広い≒年齢の幅が広い⇒繁殖の可能性を強く示唆
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結果 刺網での捕獲状況

刺網調査画像
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結果 胃の中に魚類が確認された個体の割合

レイクトラウトは本栖湖において魚類を主食としている
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魚類あり

95.6 %

魚類なし

4.4 %

捕獲されたレイクトラウトのうち胃の中に魚類が確認された個体の割合

（空胃個体を除いた計136個体）
胃から出てきたヒメマス



♦捕獲したレイクトラウトの腹腔内に発信器を挿入し、再放流。湖上に広範
囲に設置した受信機の受信回数から本種の出現頻度の高いエリア（特に繁
殖期）、水深などを調査

♦産卵場が特定されれば、
・「繁殖」と「在来魚の捕食に関与する」大型個体のより効率的かつ選択

的な捕獲が可能となる
・これまでに未確認の卵や稚魚の発見につながれば、繁殖の確証となる

♦繁殖期以外の時期においても駆除の時期や場所の適不適がわかる可能性あ
り

山梨県水産技術センターが実施している研究（～R8）

発信器の挿入状況
♦発信機（カナダ INOVASEA社製：V16TP）

特徴：水温、水圧センサー付き
電池寿命が10年⇒複数年の調査に利用可
サイズが大きい⇒排卵とともに排出されにくい

♦発信器の挿入状況について
令和6年9月末時点で本栖湖内で釣り上げた18個体のレイクトラウト
の腹部に挿入し再放流済み。令和7年3月末時点で33個体となる予定。

バイオテレメトリー調査

発信機
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バイオテレメトリー調査

17/24

♦C地点の受信回数が多い
♦C地点周辺に産卵場がある？

仮にこんなデータが得られたら…
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図 繁殖期（10～12月）の地点ごと

の受信回数

図 繁殖期（8～10月頃）の地点
ごとの受信回数

受信機設置箇所（本栖湖内
に15箇所）

遊漁者へのお願い（チラシ、HP）

山梨県水産技術センターが実施している研究（～R8） 16/18



その他の調査・研究
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食性調査（山梨大学との共同研究）
♦レイクトラウトが主に何を食べているかを解析する
♦食性調査はレイクトラウトの腸内容物（糞）に含まれる生物のDNA解析

により実施

遺伝的特徴の解析（国立研究開発法人水産技術研究所との共同研究）
♦本栖湖のレイクトラウトの由来をDNAに基づき推定（中禅寺湖由来か？）
♦DNAの多様性から本栖湖に密放流されたレイクトラウトの集団規模の多少

を推測し、放流された集団が少数でも繁殖、増加のリスクがあることを示
す

レイクトラウトの腸

山梨県水産技術センターが実施している研究（～R8） 17/18



まとめ 18/18

♦令和4年11月に本栖湖でレイクトラウトの生息が確認された
→栃木県の中禅寺湖に続く全国で2例目

♦刺網での捕獲調査の結果から、既に本栖湖において自然繁殖により大
規模にレイクトラウトが増えている可能性がある
→捕獲個体数が多い、サイズが広くばらついている

♦魚類を捕食しているレイクトラウトの割合が極めて高かった
→元々生息している魚類への食害が懸念される
→放流直後のヒメマスが実際に食べられていることを確認
→ヒメマスの不漁の要因としてレイクトラウトの食害が強く疑われる

♦山梨県水産技術センターにおいて、レイクトラウトの効率的な駆除方法
確立に向けた研究が行われている
→バイオテレメトリー調査、食性調査、遺伝的特徴の解明など


